
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 横浜キネマ倶楽部
【プレイガイド】有隣堂伊勢佐木町本店 

いづみ書房 

横浜シネマリン（長者町） 

７月１２日７月 日



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美しい夏キリシマ/パッチギ！/カーテンコール/二人日和/ゆれる/トリノ、２４時からの恋人たち/長い散歩/天空の草原

のナンサ/イノセント・ボイス－１２歳の戦場－/モーターサイクル・ダイアリーズ/恋するトマト/シッコ/歓喜の歌/赤い風

船・白い馬/三本木農業高校、馬術部/ラストゲーム～最後の早慶戦/マリア・カラスの真実/ディア・ドクター/扉をたた

く人/縞模様のパジャマの少年/春との旅/小さな村の小さなダンサー/冬の小鳥/ホームカミング/ミツバチの羽音と地

球の回転/デザートフラワー/ハーモニー心をつなぐ歌/ドーバーばばぁ織姫たちの挑戦/エンディングノート/旅芸人の

記録/トガニ/月世界旅行・メリエスの素晴らしき映画魔術/かぞくのくに/警察日記/名もなく貧しく美しく/よみがえり

のレシピ/きっと、うまくいく/日本の悲劇/ペコロスの母に会いに行く/息子/ハンナ・アーレント/標的の村/救いたい/

野のなななのか/ぼくたちの家族/NO（ノー）/春よこい/野火/手のひらを太陽に/袴田巖夢の間の世の中/父を探し

て/お盆の弟/祖谷物語－おくのひと－/東京ウィンドオーケストラ/ふるさと/どっこい!人間節寿・自由労働者の街/孤

獨の人/喜劇大風呂敷/神宮希林わたしの神様/寿ドヤ街生きる/寿ドヤ街生きる２/日曜日の子供たち/１９９９年の

夏休み/風のある道/アダムズ・アップル/十階のモスキート/約束名張毒ぶどう酒事件死刑囚の生涯/夢は夜ひらく/

我が人生最悪の時/喜劇・いじわる大障害/喜劇女もつらいわ/木靴の樹/赤いハンカチ/裸の島/スモーク/みんなの

学校/泥の河/帰らざる波止場/帰郷/風船/マタギ/ニッポン国古屋敷村/甲子園フィールド・オブ・ドリームス/鞍馬天

狗大江戸異変/パブリック図書館の奇跡/絵の中のぼくの村/フジコ・ヘミングの時間/さくら隊散る/真昼の暗黒/コー

ラス/マイライフ・アズ・ア・ドッグ/やかまし村の子どもたち/ 

 
 
 
 
 
 

【解説】日本フィルハーモニー交響楽団は１９５６年に創立、わが国の 

オーケストラの多くがそれまでドイツ系音楽を主に演奏してきた中で、 

日本人作曲家の作品を積極的に取り上げるなど、その演奏活動は 

当初より音楽愛好家の注目を集めわが国の代表的なオーケストラのひとつであった。しかし、創立１６年目の１９７２年３月、経営

者のフジテレビ・文化放送は日本フィルへの援助を打ち切ると宣告。存続を希望する楽員や広範な世論の中、同年６月にはオー

ケストラ財団を解散、全楽員は解雇された。 

【 横 浜 キ ネ マ 倶 楽 部 】 
住所：〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2 かながわ県民活動サポートセンターNo.269 横浜キネマ倶楽部 

<問合せ> TEL 080-2554-8023（10～18時） Eメール：yokohama_kinemaclub@yahoo.co.jp HPアドレスhttps://ykc.jimdofree.com/ 

 

【出 演】 

風間杜夫/田中裕子/渡辺暁雄/内藤武敏/浜田光夫/菅野忠彦/中野誠也/

長塚京三/小林勝也/寺田路恵/佐藤英彦/鈴木ヒロミツ/長谷直美/吉田次

昭/日色ともゑ/福原圭一/渡会洋幸/長沢けい子/三谷昇/伊藤孝雄/小池

朝雄/松崎真/下元勉/ジェリー藤尾/殿山泰司/前田吟/佐藤オリエ/三遊亭

円楽/高橋克典/井川比佐志/伊藤由美/下川洋一/岩崎加根子/久慈まゆり

/長谷川淳史/明石勤/志村喬 

監督・脚本：神山征二郎 

原作・脚本：今崎暁巳（「友よ未来をうたえ」「続・友よ未来をうたえ」）  

プロデューサー：結城良熙/遠藤雅也、音楽：林光、撮影：森勝、美術：中澤克巳 

【物語】その日、日本フィルは経営主である放送局から援助打ち切りを通告さ

れた。長く激しい討論の末、指揮者の堂本をはじめ多くの団員はそれぞれの道

に進むことを選び、残された者は独自で日本フィルを続けていくことになった。

入団して間もない樺沢昇も、その中の一人だ。局からガス、電気を止められて

いる事務所で存続を求めるファンを集めてのコンサートが開かれていた。その

中に茂木伸子がいた。伸子は昇と同郷の長野県駒ヶ根市の出身で、過疎化の

進む村の分校で教師をしていた。７年振りに会った伸子は成長しており、昇は

伸子にひかれた。その夜、昇は伸子と語り明かし、「運命は自分の意志で切り

拓くもの」と言う彼女の言葉に勇気づけられ、自分の進む道を確信する。放送

局の弾圧は日毎に厳しくなり、立て篭るビルの窓は地方公演の間に金網がは

られていた。 


